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金
本
伎
の
鹿
棄
と
支
柵
準
備

第
五
十
四
巻

b 
O 

第
三
腕

ヨ

金
本
位
の
麿
棄
ミ
支
梯
準
備

中

谷

貫

序

言

生
産
力
白
瞭
充
、
特
に
戦
時
に
於
砂
る
が
如
く
利
用
L
得
可
曹
綿
ゆ
る
資
源
を
動
員
L
て
生
諜
力
の
増
大
せ
ら
る
可
量
一
事
の
要
請

せ
ら
れ
る
揚
合
K
、
通
貨
政
策
の
聞
に
於
て
は
、
信
用
由
競
張
通
貨
の
膨
脹
が
共
の
起
動
力
と
し
て
漣
貯
得
ざ
る
必
然
の
ー
手
段
た
る

事
位
一
言
ふ
迄
も
た
い
所
で
あ
る
。
唯
問
題
は
、
信
用
摘
張
の
有
数
限
度
が
何
庖
に
存
す
る
か
と
一
首
ふ
賄
』
で
あ
O

て
、
平
時
巨
あ
っ
て

は
銀
行
自
流
動
性
が
第
一
弐
的
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
戦
時
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
そ
れ
は
寧
ろ
常
K
典
へ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
信
用
基
本
の
側
土
一
り
信
用
慣
張
白
布
教
限
度
が
論
義
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る

Jr

然
ら
ば
斯
か
る
流
動
性
の
考
慮
は
何

故
一
熔
不
闘
に
附
さ
れ
得
る
か
。
そ
れ
は
戦
時
に
於
け
る
信
用
慣
張
が
戦
争
遂
行
の
矯
め
に
抽
明
言
す
れ
ば
軍
需
生
産
力
の
機
定
白
嬬

掛宜第巻十五保護論醐性

銀
行
流
動
性
の
危
機
は
岡
家
白
ら
に
よ
っ
て
保
障
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
で
あ
ら
う
。
而
し
て
斯
か
る
保
障
白
形
式
は
帥白

幾
多
存
す
る
で
あ
ら
う
が
、
貝
最
も
一
般
的
な
も
の
と

ιて
考
へ
ら
れ
る
は
周
一
家
に
ど
る
支
出
師
保
詮
の
形
式
で
あ
り
岡
家
に

5
0支
挽

闘

準
備
の
保
障
で
あ
る
o

v

l

l

稿

欄
つ
で
、
金
本
位
制
下
に
於
け
る
一
図
の
通
貨
組
織
は
一
般
に
金
を
碩
鞘
と
す
る
己
ラ
ミ
ウ
ド
の
型
に
土
っ
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
拙

る
。
印
ゆ
り
流
通
商
忙
於
砂
る
遁
貨
巴
大
牢
は
預
金
通
貨
よ
り
成
り
、
此
れ
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
漣
を
注
し
て
ゐ
る
が
、
共
の
預
金
通

め
に
要
求
せ
ち
れ
る
の
で
あ
担
、
術
A
J

て
同
家
目
的
の
完
遂
白
矯
め
に
要
求
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
が
矯
め
に
起
る
所
の

、千→」ー→ームー~.ー----，.一一一一 一一

1) 



4 

貨
は
銀
行
白
現
金
準
備
に
よ
っ
て
準
備
せ
ら
れ
、
現
金
通
貨
は
又
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
黙
に
蛍
る
中
央
殻
山
棒
銀
行
の
金
準
備
に
よ
っ

τ

準
備
せ
ら
れ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。
而
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
型

K
Z
っ
て
示
き
れ
る
が
如
〈
、
右
白
準
備
が
杢
額
準
備
で
は
危
〈
一
部
準

備
で
あ
り
乍
ち
各
銀
行
白
流
動
性
延
い
て
は
通
貨
流
通
の
根
揚
が
如
何
忙
し
て
一
興
ヘ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
純
粋
形
式
的
に
見
れ
ば
A

預

金
は
現
金
通
貨
に
よ
る
引
聞
に
漣
ふ
可
き
も
の
現
金
通
貨
は
金
品
川
換
を
要
求
せ
ら
る
可
告
も
P
で
は
あ
る
が
、
預
金
者
の
綿
て
又
は

大
多
数
が
同
時
に
預
金
を
引
出
す
も
の
で
は
な
く
、
又
現
金
通
貨
白
保
持
者
が
同
時
に
金
先
換
を
要
求
す
る
も
θ
で
は
怠
く
、
一
定

比
布
白

ym額
の
準
備
を
以
(
引
出
又
は
先
換
に
臆
巳
得
べ
し
と
云
ム
蓋
然
性
が
各
銀
行
白
流
動
性
を
保
読
し
て
ゐ
予
と
考
へ
r

必
れ
る

で
も
あ
ち
ろ
。
然
し
乍
ら
斯
か

Z
説
明
の
基
礎
を
た
せ
る
所
の
締
ゆ
る
通
貨
流
通
の
根
揚
を
金
に
求
め
ゃ
う
と
す
る
純
粋
金
属
主

義
の
立
揚
よ
り
は
、
有

ιぐ
も
現
金
準
備
金
準
備
が
金
額
準
備
で
な
い
限
り
は
、
各
銀
行
の
流
動
性
従
っ
て
各
種
通
貨
白
流
通
根
協

が
説
明
せ
ら
れ
得
ぎ
る
容
で
あ
る
。
そ
と
で
、
預
金
銀
行
又
は
信
用
銀
行
の
流
動
性
は
単
に
一
現
金
準
備
の
み
を
以
て
は
奥
へ

ιれ

歩
、
現
金
流
動
枇
の
み
在
ら
や
銀
行
資
産
自
流
動
性
に
よ
う
て
銀
行
自
流
動
性
が
保
障
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
一
一
昔
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、

b

D
銀
行
資
産
自
流
動
性
と
は
、
そ
れ
が
自
働
的
作
一
定
の
期
日
に
現
金
化
せ
ら
れ
る
場
合
で
も
又
は
市
場
へ
賀
却
す
る
事
に
よ
9
て

現
金
化
せ
ら
れ
る
揚
合
で
も
九
畢
党
費
産
申
現
金
活
貨
に
換
え
ら
る
珂
昔
事
を
必
要
と
す
る
~
1

而
も
換
え
ら
る
可
き
現
金
通
貨
が
中

央
銀
行
よ
り
稜
行
せ
ら
れ
る
も
の
た
る
限
り
、
中
央
銀
行
は
其
の
保
有
に
か
L
る
金
準
備
白
み
を
以
て
は
流
動
性
主
奥
へ
ら
れ
や
、

中
央
銀
行
の
流
動
性
も
亦
中
央
銀
行
資
産
の
精
動
併
に
上
っ
て
保
障
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
也
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
而
じ
て
此
白
揚
合

E
は
、
中
央
銀
行
が
共
白
資
産
と
交
換
に
関
内
又
此
岡
件
よ
り
金
を
獲
得

L
得
る
事
の
保
障
白
た
い
限
り
、
中
央
銀
行
白
流
動
性
は

完
全
に
興
へ
ら
れ
て
居
虫
い
い
と
云
ほ
お
ば
友

ι自
由
で
あ
る
。

斯
く
て
・
純
粋
金
属
主
義
の
立
揚
に
立
つ
限
り
、
右
の
如
き
現
賓
と
矛
盾
し
た
る
結
論
が
導
宮
山
刊
さ
れ
血
ば
た
ら
自
の
み
た
ら
示
、

情

金
本
位
の
廠
噛
曜
と
東
抽
岬
帯
瀦

第
五
寸
四
轡

七

第
百
一
概

三三

〆

、



， 

金
本
世
田
鹿
棄
k
文
梯
準
備

七'

第

観

~ 

第
五
十
凶
巻

横

、
前
池
田
如

f
、
困
家
が
支
排
を
保
詮
し
銀
行
の
流
動
性
主
保
障
す
る
と
↓
一
円
つ
で
も
、
そ
れ
は
会
〈
不
可
能
の
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら
う
2

殊

ι現
寅
の
世
界
主
見
れ
ば
、
↑
丸
一
一
二
年
以
来
各
岡
共
に
事
賃
上
忙
於
て
金
木
位
を
離
脱
し
、
一
九
三
九
年
に
は
第

二
突
欧
洲
大
戦
の
勃
稜
に
前
後
し
て
、
凋
英
閑
園
共
K
中
央
銀
行
の
正
貨
準
備
を
鹿
止
し
た
白
で
あ
る
d

我
固
も
亦
昨
年
四
月
よ
り

最
高
額
制
限
制
度
を
採
用
し
て
、
準
備
と
し
て
の
金
銀
及
び
其
の
他
諸
諮
券
白
聞
に
於
け
昌
匝
別
を
撤
廃

L
た
の
で
あ
る
が
、
更
に

今
般
百
日
銀
改
組
案
に
よ
っ
て
、
名
賓

υ

共
に
銀
行
券
の
金
先
換
制
度
が
底
止
せ
ら
れ
る
事
B

と
た
っ
た
。
斯
く
て
金
本
位
白
慶
棄
せ
ら

利昭品
開信調行

一
輯9
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れ
た
る
鳴
に
は
支
梯
準
備
は
加
何
友
る
意
義
を
持
つ
事
と
な
る
か
。
そ
れ
は
従
来
と
具
り
た
る
意
義
を
持
つ
も
の
が
或
一
は
然
ら
ざ
る
わ

も
の
か
。
又
支
梯
準
備
は
本
質
的
に
何
を
以
て
準
備
す
る
も
白
で
あ
る
か
o

此
れ
を
考
察
す
る
事
に
よ
っ
て
為
此
の
角
度
よ
り
、
時
四
日

J
F
 

I

貨
流
通
白
根
擁
従
っ
て
貨
幣
の
本
質
h
E
も
検
討
オ
る
事
が
附
来
る
白
で
あ
る
。

mv
 

当

k

-
F

通

貨

と

準

備

貨

幣

¥

制

抽
釦

通
貨
の
範
鴫
に
つ
い
て
は
議
論
の
飴
地
も
査
j

る
で
あ
ら
ろ
が
、
一
般
に
は
鋳
貨
紙
幣
銀
行
象
等
の
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
正
は
醐

h
u
E
門

限
定
す
る
事
が
向
来
る
。
従
っ
て
手
形
の
如
く
、
最
終
的
な
支
排
手
段
で
は
な
く
叉
時
と
し
て
共
白
購
買
力
に
於
尤
他
種
の
週
貨
と
即
時
J

D
F
E
Z
Z事
あ
る
が
習
も
の
は
、
此
れ
を
通
貨
の
範
空
り
除
外
す
喜
郡
出
来
る
の
で
あ
る
ロ
今
昔
前
提
の
下
却

に
於
て
は
、
各
種
の
遇
貨
は
各
々
共
の
成
立
の
事
情
を
具
に
し
又
共
の
流
通
領
域
を
異
に
し
て
も
、
共
白
購
買
力
に
於
て
は
何
ら
白

M
I

/

a

丸

差
異
も
存
し
た
い
。
帥
ち
各
種
の
現
金
通
貨
と
預
金
遁
貨
と
の
間
忙
於
て
も
一
又
一
問
調
間
賞
資
的
預
金
正
創
作
的
預
金
と
白
問
或
は
本
龍
一

源
的
預
金
と
減
生
的
預
金
と
の
聞
に
於
て
も
、
共
白
購
買
力
に
於
て
些
か
り
差
英
も
存
し
た
い
り
で
あ
る
o

而
も
金
本
位
制
度
の
下

G
十

に
於
て
位
、
形
式
上
靖
現
金
通
貨
白
一
部
が
預
金
通
貨
の
準
備
貨
幣
と
た
り
金
が
現
金
通
貨
特
に
鋲
宥
穿
の
準
備
貨
幣
と
在
っ
て
ぬ

A

2

¥ 

J 

4〆

と土¥
J 

-←一一一…-



る
の
で
あ
る
が
、
各
種
通
貨
白
債
値
乃
至
共
の
購
買
方
は
其
等
の
準
備
貨
幣
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ー
の
で
あ
ら
ろ
か
。
勿
論

，

2
 

歴
史
的
に
は
、
貨
幣
が
共
の
素
材
債
値
に
上
っ
て
体
通
し
共
の
素
材
債
値
に
よ
っ
て
購
賀
力
を
持
ち
得
た
と
見
ら
る
可
告
事
情
も
存
制

し
た
で
あ
ら
う
し
、
線
ゆ
る
通
貨
の
慣
値
乃
至
購
買
力
は
金
の
そ
れ
に
腕
せ
ら
る
可
き
も
の
と
考
へ
ら
る
ミ
事
情
も
存
し
た
で
あ
ら

i
gd

 

ろ
。
然
し
乍
ら
近
代
に
於
映
る
が
如
〈
、
枇
曾
組
織
市
場
組
織
に
封
す
る
信
認
が
貨
幣
の
職
能
債
値
を
成
立
せ
し
め
る
に
至
れ
ば
、
加

各
種
白
通
貨
は
長
早
や
何
ら
か
の
賓
館
債
値
に
基
い

τ共
の
一
般
的
購
買
力
を
保
持

f
る
も
の
で
は
た
ぐ
、
各
種
白
財
貨
持
務
は
右
物F

 

D
如
き
信
認
に
碁
〈
所
の
通
貨
白
一
般
的
購
買
力
に
封
し
て
の
み
交
換
せ
ら
れ
る
事
と
た
る
の
で
あ
る
。

F

叫N
 

斯
く
て
各
種
。
通
貨
と
共
の
準
備
貨
幣
と
白
闘
係
は
、
純
粋
金
扇
主
義
に
於
で
考
へ
ら
れ
る
が
如
ぐ
に
、
各
種
通
貨
白
債
値
乃
至
耐

購
買
力
が
準
備
貨
幣
白
共
等
に
依
存
す
る
と
云
ふ
が
如
き
も
の
で
は
泣
く
「
要
求
梯
預
金
白
現
金
忙
上
る
引
出
し
は
車
に
預
金
通
貨
同

よ
り
現
金
通
貨
へ
と
D
通
貨
形
態
白
鴎
換
に
過
ぎ
事
、
銀
行
法
の
正
貨
先
換
も
亦
同
様
の
閥
係
で
あ
る
Q

卸
ち
預
金
は
現
金
引
向
に
晶

ょ
っ
て
議
貨
と
し
て
D
存
枝
を
消
滅
し
、
銀
行
禁
も
亦
正
貨
A
E
換
に
よ
っ
て
流
通
界
よ
り
姿
を
消
す
も
白
で
あ
る
か
ら
、
準
備
自
糟
珂LU品

は
一
種
白
通
貨
を
ば
他
種
白
山
遁
貨
に
勝
一
喚
じ
得
る
能
力
の
表
示
に
過
ぎ
心
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
o

ヲ
ツ
バ

1
ト
も
亦
此
白
貼
を
向

強
調
し
、
「
議
室
掛
す
る
準
備
と
一
ヱ
言
葉
は
モ
れ
自
身
に
矛
盾
を
持
つ
も
り
で
あ
っ
て
、
準
備
規
定
の
課
題
は
、
通
貨
の
償
値
上
町

ば
共
白
準
備
に
存
す
る
他
種
の
慎
値
に
よ
っ
て
保
誰
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
は
-
泣
い
o

そ
れ
は
、
誰
が
支
梯
手
段
を
創
遣
し
又
如
何
た

WF
 

T
J
 

L
却w

a
 

る
保
件
白
下
に
此
れ
を
他
人
に
許
興
す
可
き
か
を
規
整
す
る
事
に
よ
っ
て
、

r

支
排
手
段
に
秩
序
を
奥
へ
る
も
白
で
あ
り
、
そ
む
事
が

又
支
排
手
段
忙
購
買
力
を
輿
へ
る
前
程
ぞ
あ
る
」
と
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
h
o

以
上
は
各
種
通
貨
と
共
白
準
備
と
の
開
係
を
柑
々
形
式
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
ば
ら
ば
預
金
支
梯
準
備
及
び

E
貨
準
備
は

貸
質
上
如
何
に
理
解
せ
ら
れ
又
せ
ら
れ
る
吋
き
で
あ
る
か
、
更
に
そ
れ
は
金
本
位
の
廃
棄
に
よ
っ
て
如
何
に
影
響
せ
ら
る
可
き
で
あ

Ia) 

み
陪

金
本
杭
自
腹
葉
k
支
梯
瞳
傭

民

第
五
十
凹
巻

七

第

観

宝玉

l ふ



金
本
位
田
鹿
棄
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備
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第
五
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1
四
巻

七
回

第一ユ一揖

る
か
。

預
金
支
梯
準
備
の
意
義

先
づ
近
代
の
預
金
銀
行
及
び
信
用
銀
行

ι於
け
る
支
梯
準
備
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
れ
は
一
一
曲
作
於
て
銀
行
の
流
動
性
を
確
保
す

可
昔
も
ゆ
た
る
と
同
時
に
、
他
商
に
於
て
陪
預
金
通
貨
の
償
値
乃
至
購
買
力
の
裏
付
け
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
謂
ふ

迄
も
無
く
銀
行
の
存
立
は
共
の
流
動
性
に
依
存
し
、
銀
行
回
流
動
性
は
共
の
金
資
産
の
流
動
性
従
っ
て
共
の
換
金
程
に
依
存
す
る
。

卸
ち
銀
行
白
偵
務
た
る
預
金
が
姿
求
梯
で
あ
っ
て
、
何
時
に
で
も
現
金
引
山
内
に
膝
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
に
針
し
て
、
此
れ
に
際
じ
得
る
能

力
が
即
ち
銀
行
の
流
動
性
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
の
金
資
産
は
問
時
に
預
金
に
針
す
る
支
梯
準
備
色
見
一
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
白
で
あ
句
。

叉
銀
行
。
要
求
梯
預
金
が
頂
金
通
貨
と
し
て
通
貨
の
↓
種
に
数
へ
ら
れ
得
る
の
は
、
預
金
が
銀
行
白
債
務
で
あ
り
債
務
者
た
る
近
代

銀
行
が
絶
大
の
信
用
主
有
す
る
が
矯
め
で
あ
る
が
、
更
に
此
の
銀
行
信
用
は
銀
行
の
流
動
性
従
ワ
て
現
金
に
よ
る
債
務
D
支
挽
能
力

に
基
く
も
白
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
か
ら
、
支
梯
準
備
が
完
全
な
る
限
り
預
金
通
、
貨
の
債
値
乃
主
購
買
力
が
現
金
通
貨
の
そ
れ
に

上
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
る
事
も
強
ち
無
理
か
白
血
所
で
あ
ら
う
。

然
じ
乍
ち
銀
行
。
支
排
準
備
は
無
保
件
K
現
金
に
主
る
債
務
の
支
掛
を
傑
詮
し
て
ゐ
る
で
お
ら
う
か
。
銀
行
の
支
排
準
備
削
ち
会

費
産
D
中
で
、
{
第
-
吠
準
備
金
と
呼
ば
る
ミ
も
の
剖
ち
手
許
現
金
と
中
央
銀
行
に
於
け
Z
預
金
と
は
謂
ふ
迄
も
た
〈
比
の
要
求
を
糊

ず
で
あ
ら
う
が
、
斯
か
る
第
一
安
準
備
ゼ
は
全
資
産
の
一
小
部
分
に
し
か
過
ぎ
子
、
同
時
に
又
金
債
務
白
一
小
部
分
に
し
か
姻
ぎ
た

い
の
で
あ
る
。
残
像
白
準
備
即
ち
資
産
は
、
此
れ
を
個
々
@
銀
行
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
金
融
市
揚
白
稜
建
に
伴
っ
て
此
れ
を
現
金

通
貨
に
換
え
得
る
可
能
性
が
増
大
す
る
で
あ
ら
う
が
、
綿
て
の
銀
行
に
現
金
引
出
要
求
が
増
大
す
る
が
如
き
揚
合
に
於
て
は
斯
か
る

可
能
性
に
侍
擁
す
る
事
が
許
さ
れ
注
い
で
あ

νう
。
唯
現
寛
に
於
て
は
‘
要
求
沸
預
金
と
て
も
」
時
に
全
部
が
現
金
に
上
る
引
出
要

、/、、
パ ーー一一一 一ー一一一一一 一一

一一 一一 一一 一一 一一



で¥

求
に
曾
ふ
も
白
で
は
た
ぐ
、
平
常
は
相
営
割
合
の
額
が
積
金
と
し
て
銀
行
に
蔑
さ
れ
居
る
が
故
陀
白
み
、
比
較
的
低
率
の
現
金
準
備
}頁

を
以
で
銀
特
流
動
性
が
維
持
せ
ら
れ
宅
ゐ
る
に
温
空
な
い
の
で
あ
る
9

1

丸八

斯
か
る
事
情
。
下
に
於
で
、
我
々
は
、
預
金
活
貨
の
憤
値
乃
至
購
買
力
が
現
金
通
貨
白
モ
札
に
よ
っ
て
保
詮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
正
見
一
戸

一
主
主
果
し
て
正
し
い
で
あ
ら
う
か
。
成
程
、
頂
金
が
遇
客
室
支
搬
手
段
と
し
て
用
び
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
近
代
に
於
け
る

M一-一

銀
行
信
用
の
天
た
E
K
基
〈
事
は
J
E
ム
迄
も
友
い
が
、
世
l
A
が
財
貨
葬
務
の
針
債
と
し
て
預
金
通
貨
に
よ
る
支
沸
を
以
て
満
足
す
る
込

え
そ
れ
が
何
倍
て
も
現
金
活
君
事
得
ら
れ
る
が
矯
め
で
き
と
見
る
よ
り
も
、
預
金
そ
の
も
の
h
購

買

吉

野

す

皇

制

曾
的
信
認
同
礼
子
、
正
覚
る
方
が
わ
し
ド
君
主
叫
で
は
た
か
ら
う
h
p
o
現
時
の
諸
固
に
於
け
る
現
金
通
貨
に
上
る
多
額
の
取
引
を
見
る
田
町
一
一

時
、
我
々
は
此
れ
を
宵
定
せ
ざ
る
を
得
た
い
で
あ
ら
え
勿
論
此
O
見
解
に
狩
し
で
は
此
れ
を
反
駁
す
可
茸
材
料
が
決
し
て
柘
あ
せ
ぎ
J帥

節
畢

る
講
で
は
な
い
o

例
べ
ば
銀
行
信
用
が
破
綻
し
て
預
金
白
取
付
が
起
る
事
も
屡
々
目
撃
せ
ら
れ
る
周
で
あ
り
、
此
の
事
責
は
預
金
通
三
大

第
西

貨
の
償
傭
乃
杢
購
買
力
が
会
〈
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
依
存
す
る
事
主
立
認
す
る
も
白
と
主
見
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
預
串
舗

=一構

金
白
取
付
は
、
異
常
左
右
信
用
危
機
に
趨
呂
現
象
で
あ
っ
て
、
議

2
揚

合

副

主

要

請

雪

崩

壊

す

与

信

恐

怖

に

至

つ

第

噌

て
は
、
銀
行
者
三
ふ
忙
及
ぼ
ナ
如
何
宏
司
令
貨
幣
も
亦
モ
れ
白
身
の
慣
値
乃
冨
藤
買
力
を
持
ち
得
註
〈
た
る
白
で
あ
私
。
印
ち
商
品
品
賠
一

四
諦

取
付
の
起
る
が
如
昔
信
用
機
構
の
崩
壊
T
Z時
に
は
、
公
衆
が
頂
金
通
貨
一
回
債
値
乃
至
購
買
力
に
針
す
る
信
認
を
失
ひ
銀
行
雰
共
の
賀
行

遁
銀

他
白
現
金
通
貨
を
要
求
宇
る
白
で
あ
る
が
、
此
の
際
と
雌
も
、
数
日

v

の
毛
ラ
ト
P
T
ム
に
よ
っ
て
人
心
が
沈
静
す
る
に
至
上
れ
ば
、
白
づ
融
臥

と
叉
銀
行
信
用
が
確
立
し
預
金
の
購
買
力
芹
針
す
る
枇
合
的
信
認
が
岡
復
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
叉
此
O
揚
合

ι公
衆
が
預
金
を

uu
は

ー

ー

銀
行
券
等
の
現
金
通
貨
に
換
え
ん
と
欲
す
る
所
以
は
戸
銀
行
券
が
金
に
免
換
せ
ら
れ
る
が
矯
め
に
通
貨
の
償
値
一
世
傘
D
賃
貸
慣
値
に
捌
森

於
て
保
有
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
で
は
た
い
。
形
式
的
に
は
、
銀
行
朱
が
法
貨
危
る
が
故
に
共
の
購
買
力
が
法
偽
ぽ
土
っ
て
保
護
せ

金
事
位
の
庫
棄
と
支
抑
準
備

4) 
5) 

第
五
十
四
巻
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師

斯
〈
見
来
れ
ば
、
預
金
銀
行
及
び
信
用
銀
行
に
於
貯
る
支
一
腕
準
備
の
寅
質
的
意
義
一
は
単
一
比
一
頂

J

金
通
貨
を
現
金
通
貨
に
輔
換
す
る
事
仰

の
保
誰
た
る
も
J

の
?
は
抵
〈
、
況
ん
や
預
金
通
貨
白
慣
値
乃
主
購
賀
力
を
現
金
滋
賀
り
そ
れ
を
以
て
保
詮
せ
ん
と
す
る
も
白
で
は
た
冒
吊

リ

J

2

ぃ
。
一
通
常
、
支
梯
準
備
の
意
義
乃
至
存
在
理
由
を
詑
〈

EE同
つ
ベ
は
、
(
ご
日
常
の
尚
一
納
一
資
金
た
る
可
竺
司
会
一
)
手
形
交
換
尻
の
決
情
ぐ
n
p

時

資
金
た
る
可
き
事
及
び
(
一
一
一
)
不
時
白
現
金
需
要
に
舷
宇
可
昔
資
金
た
る
可
昔
事
の
一
こ
つ
が
事
げ
ら
h
円
、
特
に
第
三
の
鮪
に
支
排
準
備
論
附
叫
、

替

5

3

の
最
も
重
要
た
る
峨
能
在
認
め
ん
と
す
る
も
の
も
多
い
白
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
る
所
に
よ
っ
て
、
金
本
位
制
の
下

K
於
て
も
尚
融
制

n

窓

斯
か
る
職
能
白
充
分
足
さ
れ
難
き
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
否
逆
に
フ
ツ
バ

l
c如
曹
は
、
銀
行
主
義
的
危
従
っ
て
叉
古
典
貨
諸
活

幣
的
危
立
揚
工
り
、
寸
流
通
界
が
預
金
通
貨
で
満
足
せ
る
限
り
は
銀
行
は
い
〈
ら
で
も
預
金
油
貨
を
創
建
し
得
可
く
、
預
金
通
貨
に
は
d

聞
叫

s
a

開
d
o
h
H

特
別
白
準
備
を
要
し
佐
川
-
・
と
ま
で
極
言
し
で
ゐ
る
の
で
あ
る
り
然
ら
ば
支
梯
準
備
の
意
義
は
何
鹿
K
求
め
ら
る
可
昔
で
あ
る
か
。
一
川
均
叩
戸

旨
ド

1
J

・
nr

既
に
前
蓮
の
如
〈
、
預
金
通
貨
の
購
買
力
或
は
共
D

一
晴
間
交
換
手
段
た
る
位
格
は
融
合
的
信
認
に
土
っ
て
賦
興
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
持
品
目

劉
仁
、
現
金
通
貨
を
供
給
す
る
断
白
銀
行
一
配
管
利
主
追
及
す
る
私
企
業
で
あ
り
、
而
も
近
代
銀
行
は
信
用
の
横
張
削
ち
預
金
通
貨
の

F

岡
例

2
W

一

供
給
民
主
っ
て
最
大
の
利
潤
を
皐
げ
得
る
の
で
あ
る
ロ
而
も
銀
行
白
存
在
が
其
の
流
動
性
に
依
存

ι銀
行
流
動
性
が
先
づ
共
の
ま
梯

8

第
五
十
四
巻

金
本
位
の
麿
棄
ξ

主
掃
準
備

ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
結
に
、
其
の
需
要
せ
ら
れ
る
理
由
が
求
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
賞
質
的
に
は
、
枇
合
秩
序
に
よ
っ
て
賦
興

、
せ
ら
れ
た
る
銀
行
券
の
購
買
力
に
針
す
る
信
認
が
未
だ
喪
失
せ
ら
れ
居

ζξ
事
に
依
る
と
見
る
可
き
ず
あ
ら
う
J

甫
も
預
金
通
貨

の
購
買
力
に
封
ず
る
一
枇
舎
的
信
認
が
巳
に
消
滅
し
た
る
暁
花
、
銀
行
器
白
購
買
力
に
針
ず
る
枇
合
的
信
認
が
未
だ
喪
失
せ
ら
れ
ざ
る

所
以
は
、
預
金
強
行
叉
は
信
用
銀
行
と
中
央
銀
行
と
白
雨
者
に
於
て
、
銀
行
白
性
格
共
の
管
業
煤
則
及
び
支
梯
準
備
規
定
等
花
関
し

て
、
前
者
が
主
り
個
人
主
義
的
た
る
に
反
し
後
者
が
よ
り
金
髄
主
義
的
で
あ
り
、
従
っ
て
祉
合
秩
序
の
一
要
求
に
一
層
上
〈
合
致
せ
る

、

七
六

第
= 
続

j‘、

が
錦
め
で
あ
る
。

6) 
7) 
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預
金
の
支
梯
準
備
が
、
前
鴻
の
如
〈
、
枇
合
的
秩
序
白
維
持
と
銀
行
白
恋
意
的
な
活
動
と
を
調
和
せ

ιめ
る
事
に
よ
っ
て
、
間
金
構

后
霊
昔
、
購
買
力
乃
五
貨
幣
性
白
前
提
を
輿
与
も
む
な
ら
ば
、
ゆ
央
競
券
銀
行
に
於
け
る
正
貨
準
備
も
亦
銀
行
舎
畠
し
で
此
れ
と
酬

ミ

~

同
様
左
闘
係
忙
立
つ
事
に
於
て
共
白
意
義
を
認
め
ら
る
可
き
ぜ
あ
ト
り
う
か
。
此
れ
が
解
答
を
先
に
一
言
す
れ
ば
、
前
世
紀
に
於
け
る
も

が
加
〈
倫
多
数
の
鵡
現
地
都
銀
行
が
併
存

ι、
而
も
各
自
が
私
企
業
的
な
性
格
を
多
分
に
持
っ
て
ゐ
た
時
代
K
於
て
は
右
の
如
昔
事
柄
が
の
¥

認
め
得
ら
れ
た
白
で
め
る
が
、
近
代
に
於
け
る
が
加
ぐ
に
冶
的
在
性
格
を
持
て
る
中
央
銀
行
の
み
が
銀
行
季
五
四
行
ず
る
に
至
れ
ば
、
時四

右
白
如
き
事
情
は
究
第
に
安
営
性
を
夫
ひ
、
正
貨
準
備
そ
唱
も
の
の
意
義
が
鞭
減
し
来
り
た
と
言
リ
山
市
唱
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

而

し

酬

で
v

正
貨
準
備
の
置
か
る
い
理
由
は
γ
i
通
常
(
一
)
銀
行
恭
の
免
換
確
保
、
三
)
銀
行
家
の
裁
量
制
限
及
び
(
一
三
)
貨
幣
白
針
外
慣
値
の
伊
哨

維
持
等
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
弘
が
故
に
、
以
下
此
等
D
諸

問

聞

に

つ

い

て

然

る

所

々

を

考

察

じ

ゃ

う

。

¥

日

4

v

先
づ
銀
行
雰
白
正
貨
先
換
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
白
は
、
銀
行
晶
悼
の
守
備
値
乃
至
購
買
力
が
準
備
た
る
金
の
償
値
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

a
舟

れ
る
古
の
と
の
思
想
に
関
聯
す
る
o

而
し
て
斯
か
る
金
属
主
義
的
注
解
離
は
、
多
数
の
私
立
獲

j

朱
銀
行
が
併
立
し
て
自
己
D
利
錠
の

a
楠

遁
及
よ
り
銀
行
家
白
、
敵
講
師
を
行
ひ
、
以
て
枇
脅
秩
序
及
び
貨
幣
制
度
量
撹
乱
せ
し
が
如
き
時
代
に
於
で
は
成
稜
東
大
た
る
意
義
を
持

準
備
K
よ
っ
て
確
保
せ
ら
一
る
可
し
と
考
へ
ら
れ
る
た
ら
ぽ
、
支
排
準
備
E
そ
が
、
利
潤
の
遁
及
を
念
と
す
る
私
企
業
た
る
銀
行
の
恋

意
的
た
る
活
動
を
制
禦
し
、
以
て
舵
曾
秩
序
D
維
持
に
協
力
せ
し
む
可
昔
課
題
を
荷
ベ
る
も
白
と
考
‘
へ
で
も
差
支
注
昔
所
で
あ
ら

う
。
所
謂
金
融
統
制
の
基
礎
的
保
件
と
し
て
、
支
跡
地
可
備
の
法
定
が
各
固
に
於
て
寅
施
或
は
奨
揚
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
以
も
p

亦
蕊
に
存

ず
る
も
の
と
言
び
得
可
〈
、
斯
か
る
規
融
よ
り
し
て
ず
「
支
排
機
備
規
定
は
支
梯
手
段
に
秩
序
性
を
賦
興
ず
る
も
の
で
あ
り
、
此
れ
が

叉
支
梯
手
段
に
熔
貿
力
主
賦
興
す
る
前
提
で
も
あ
匂
」
と
云
ふ
フ
ツ
パ

1
ト
の
言
に
聴
く
可
ヘ
雪
も
の
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。

四

正
貨
準
備
の
意
義

F 、

• 

金
本
位
の
腹
棄
と
主
神
準
備

r

俸
五
十
四
巻

繁

雄

七
七

ブL

、

9) 
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金
本
位
の
慶
棄
と
支
挽
準
備

第
五
十
四
轡

四
O 

七
八』

策

蹴

ち
得
た
で
も
あ
ち
ろ
。
即
ち
斯
か
る
思
想
の
下
に
於
て
は
、
銀
行
指
弾
白
議
行
制
度
に
闘
し
で
も
自
ら
金
綱
準
備
又
位
此
れ
に
近
き
制
度

場

が
要
求
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
公
衆
白
側
に
於
て
も
流
通
銀
行
家
白
金
に
よ
る
慎
値
保
障
に
絶
え
ざ
る
関
心
を
持
た
し
め
ら
れ
る

で
あ
ち
ろ
が
故
に
、
携
鋭
的
社
金
融
恐
慌
を
或
は
未
然
忙
防
が
し
め
る
事
と
な
っ
た
か
も
知
れ
た
い
。
然
し
乍
ら
、
ホ
ザ
〈
央
銀
行
券

の
殻
行
が
公
的
性
絡
を
帯
び
た
る
巾
央
銀
行
に
集
中
せ
白
れ
ん
と
の
傾
向
が
去
は
れ
た
時
代
陀
至
れ
ば
、
最
早
や
銀
行
券
は
先
換
せ

h

り
る
可
者
金
白
素
材
償
値
の
矯
め
に
流
通
す
る
で
も
白
で
は
左
〈
苅
共
の
購
買
力
乃
重
債
値
は
流
通
界
自
膿
よ
り
賦
興
せ
ら
れ
る
事
と

た
る
。
郎
ち
磯
山
輩
出
輔
自
制
度
が
金
一
樹
準
備
よ
り
一
部
準
備
べ
と
移
り
、
夏
、
k
此
れ
に
限
外
殻
一
市
制
度
の
如
き
弾
力
性
が
奥
へ
ら
れ

一
両
に
於
て
は
流
通
銀
行
券
の
全
部
が
正
貨
免
換
を
要
求
せ
ら
れ
る
も
り
で
泣
い
と
云
ふ
蓋
然
性
に
基
く
も
の

f

る
に
至
っ
た
事
は
、

と
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
賢
一
は
銀
行
潔
白
憤
値
が
金
の
償
値
よ
り
解
放
せ
ら
料
来
っ
た
事
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
此
の
事
は
、

彼
自
英
繭
銀
行
が
ピ

l
ル
僚
例
の
一
時
的
停
止
に
土
っ
て
却
つ
で
恐
慌
を
沈
静
せ
し
め
た
事
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
殊
に

も
距
貨
免
襖
が
一
般
的
K
停
止
せ
ら
れ
た
近
年
D
各
閣
に
於
い
け
る
銀
行
家
ほ
、
共
の
流
通
の
根
城
h
z
E
貨
準
備
た
る
金
の
債
備
に
蹄
せ

し
め
る
が
如
き
事
を
如
何
K
仁
て
許
じ
得
ゃ
う
か
。
認
に
至
つ
て
は
銀
行
家
白
購
買
力
乃
至
償
値
が
盛
然
金
白
そ
れ
よ
り
凋
立
せ
し

め
ら
れ
た
と
云
は
ね
ぽ
宏
一
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

市

-
k
、
正
貨
準
備
の
怠
義
が
銀
行
車
悼
の
数
量
を
制
限
す
る
に
あ
り
と
云
ム
貼
に
つ
い
て
見
る
に
、
と
れ
又
多
数
回
私
立
護
朱
銀
行

の
併
存
せ
し
が
如
き
時
代
に
は
誠
広
重
要
注
意
識
を
持
っ
た
に
相
違
訟
い
。
、
査
し
、
護
務
銀
行
の
正
貨
準
備
が
俄
令
金
額
準
備
を
要

求
せ
ら
れ
で
ゐ
友
〈
共
、
共
白
護
行
に

-mtA
る
銀
行
券
白
流
通
商
は
金
在
高
白
川
増
減
に
熔

E
て
増
減
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
が
秘
民
、
銀
行

鼻
悼
の
漁
獲
を
防
止
し
従
う
て
銀
行
禁
の
償
値
を
維
持
す
る
錫
に
も
役
立
ち
得
た
が
故
で
あ
る
。
郎
ち
、
銀
行
券
の
償
値
は
準
備
た
る

金
の
慣
値
に
依
存
す
毛
も
の
で
は
な
ぞ
、
又
本
来
貨
幣
0ι
償
値
は
共
の
準
一
備
た
る
も
の
ミ
形
式
及
び
種
類
に
依
存
す
る
も
の
で
は
泣

い
が
、
而
も
倫
共
の
数
量
に
依
存
す
る
と
云
ふ
数
量
説
的
社
命
題
は
此
れ
を
否
定
じ
得
な
い
が
故
で
あ
る
ロ
期
〈
て
銀
行
象
。
償
値

ゆ
¥ 
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」

維
持
の
矯
め
に
は
何
等
か
の
標
準
長
弓
銀
行
券
数
量
の
制
限
せ
仇
る
事
が
必
要
で
あ
る
が
、
此
白
目
的
の
矯
め
に
は
金
準
備

よ
り
も
寧
ろ
商
業
手
形
に
よ
る
準
備
白
方
が
勝
れ
り
と
も
考
へ
ら
れ

ho
荒
し
金
数
量
。
増
減
と
一
困
園
民
経
済
に
於
け
る
銀
行
雰

需
要
量
の
費
動
と
の
問
陀
は
必
然
的
な
る
関
聯
を
認
め
得
ざ
認
に
反
し
、
中
央
銀
行
忙
再
割
引
を
要
求
せ
ら
れ
る
商
業
手
形
の
数
額

は
一
流
語
界
が
必
要
と
す
る
銀
行
朱
白
増
加
量
を
表
は
す
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
q

勿
論
立
入
っ
て
考
察
す
れ
ば
、
預
金
通

貨
O
稜
建
せ
し
近
代
陀
於
て
は
、
再
割
引
を
要
求
せ
ら
れ
る
商
業
手
形
の
教
師
棚
が
必
や
し
も
流
通
界
の

J
必
要
と
す
る
銀
行
朱
の
み
の

増
加
額
を
反
映
す
る
も
白
で
は
泣
く
、
況
ん
や
営
該
岡
氏
経
済
K
於
け
る
杢
般
的
経
済
活
動
白
消
長
を
反
映
す
る
も
の
で
も
一
泣
い
。
/

殊
K
商
業
手
形
。
割
引
歩
合
如
何
が
共
由
一
割
引
需
要
額
を
左
右
し
得
る
で
あ
ら
う
し
、
更
に
流
通
界
の
遇
貨
需
要
と
直
接
の
閥
聯
を

持
た
ざ
る
岡
家
。
貨
幣
需
要
が
袋
為
重
大
怠
る
意
義
を
持
つ
事
と
友
れ
ば
、
寧
ろ
国
債
準
備
の
意
義
の
方
が
上
り
高

t
評
債
せ
ら
れ
/

ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ら
弘
。
従
づ
て
素
朴
的
友
古
典
貨
幣
瓶
か
ら
商
世
帯
手
形
準
備
を
推
す
事
は
釜
〈
許
さ
れ
得
紅
い
の
で
あ
る
が
、
合
¥

〈
共
、

E
貨
準
備
が
銀
行
券
白
山
政
量
を
制
限
す
る
鮪
に
共
の
窓
義
m
y
一
つ
を
認
め
ん
と
す
る
事
位
一
屠
強
き
意
味
で
支
持
さ
れ
得
及

い
事
が
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
現
に
、
各
国
の
鼓
券
制
度
に
於
け
る
推
移
は
明
ら
か
に
此
の
事
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
疋
貨
準
払

備
率
の
減
少
、
保
諮
準
備
費
行
額
の
相
針
的
損
張
、
及
び
限
外
務
行
制
度
白
利
用
の
増
大
等
は
共
の
具
鯉
的
表
現
に
他
怒
ら
・
な
い
。

S

F

最
後
に
百
貨
準
備
の
意
義
D

一
っ
と
し
て
へ
そ
れ
が
図
際
貸
借
又
は
闘
際
牧
支
の
最
後
の
決
幡
町
手
段
で
あ
り
縫
っ
て
貨
幣
の
封
外
山

慣
値
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
強
調
せ
ら
れ
る
。
成
程
近
代
迄
白
岡
際
閥
係
に
於
て
見
ら
れ
し
が
如
く
、
世
界
経
済
が
大

慢
に
於
て
各
々
一
摘
立
じ
た
る
閤
民
経
済
白
草
な
る
集
合
憶
と

L
て
形
成
ぜ
ら
れ
し
時
代
に
於
て
は
、
岡
際
問
に
於
け
る
バ
ラ
ン
ス

D

P

決
済
手
段
と
し
て
金
の
如
苦
そ
れ
自
身
い
に
索
材
償
位
あ
る
も
の
が
必
要
L
」
せ
ら
れ
た
事
は
云
ム
迄
も
社
い
所
で
あ
る
G

蓋
じ
各
国
明
立
マ

H
刊

の
闘
家
群
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
困
際
経
済
に
於
げ
る
枇
合
性
は
、
一
つ

D
圏
民
経
滑
内
に
於
け
る
個
別
経
済
白
聞
に
於
て
形

W
&

成
せ
百
れ
る
枇
合
性
と
は
本
質
的
に
共
白
趣
き
を
異
に
し
、

f

園
民
経
桝
に
於
げ
る
枇
合
的
信
認
が
貨
質
慎
値
な
き
貨
幣
に
某
の
一
般

金
本
位
の
鹿
棄
と
克
胡
単
傭

第

競

第
五
十
四
巻

七
:Iu 

四

、
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金
本
位
内
鹿
棄
と
支
抑
準
備

丹、
O 

傍
三
韓

四

一
第
五
十
四
巻

的
購
買
力
を
賦
興
す
る
が
如
昔
事
情
は
‘
此
れ
を
岡
際
附
に
求
め
得
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
勿
論
岡
際
聞
の
緊
密
た
る
協
定
は
戎
る
程
度

園
際
維
持
と
図
民
経
済
と
O
間
隔
を
接
証
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
う
が
、
根
本
的
に
異
る
雨
者
の
枇
曾
性
は
其
由
永
績
悦
を
保
識
し
得

な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
岡
際
問
白
取
引
は
一
隠
居
刷
替
に
よ
っ
て
決
済
せ
ら
れ
で
も
、
一
困
の
針
外
矯
替
相
揚
は
終
局
の
バ
ラ
ン
ス

を
金
に
上
っ
て
決
消
す
る
事
位
よ
っ
て
の
み
安
定
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
れ
に
射
し
て
除
、
岡
際
パ
ラ
V

ス
の

決
消
に
金
が
授
受
せ
舟
れ
る
A
U

は
、
そ
れ
が
貨
幣
と
し
て
授
受
せ
ら
れ
る
の
一
で
は
な
〈
一
種
白
商
品
と
し
て
授
受
せ
ら
れ
呂
と
見
る

事
私
物
来
る
で
あ
ら
引
a
或
は
叉
金
本
位
の
庁
働
的
調
節
作
用
を
前
提
じ
て
J

金
流
出
固
に
再
び
金
が
還
流
す
る
の
は
其
の
図
白
物

費
及
び
持
務
が
輪
開
せ
ら
れ
た
事
に
基
〈
の
で
浄
る
か
ら
ヲ
金
は
終
局
的
友
決
済
手
段
で
は
泣
く
、
究
極
的
に
は
物
資
及
び
帥
労
務
が
ず

民
白
決
済
手
段
で
あ
る
と
も
吉
川
凶
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
、
貨
幣
は
本
来
枇
曾
の
所
産
で
あ
り
枇
曾
の
性
格
が
異
る
に
従
っ
て

貨
幣
の
本
質
も
亦
異
る
も
の
と
見
得
可
〈
、
関
際
的
決
済
手
段
を
考
察
す
る
場
合
に
も
岡
際
経
怖
に
於
け
る
枇
舎
性
の
溌
草
花
限
を

向
け
る
事
が
必
要
在
の
で
は
友
か
ら
う
か
。
斯
〈
て
若
L
此
の
事
が
許
さ
れ
る
友
ら
ば
、
現
今

ρ世
界
に
於
て
進
行
し
つ
L
あ
る
各

共
柴
岡
町
確
な
と
一
古
ふ
事
貨
は
、
貨
幣
封
外
債
値
り
安
定
と
云
品
輸
に
認
め
ら
れ
た
正
貨
準
備
白
怠
義
を
も
亦
消
滅
せ
し
め
行
〈
事

正
詮
る
で
あ
ら
う
。

帥
ち
、
各
闘
を
し
て
金
本
位
離
脱
へ
の
道
を
走
ら
し
め
た
近
年
。
世
界
情
勢
そ
白
も
り
が
、
従
来
正
貨
準
備
に
針
し
て
認
め
ら
れ

た
意
義
を
も
亦
消
滅
せ
し
め
る
事
と
一
な
り
、
疋
貨
準
備
は
如
何
な
る
意
味
陀
於
て
も
通
貨
の
債
値
主
維
持
し
保
護
す
る
も
白
で
は
無

て
な
る
の
で
あ
る
。

金
本
位
厨
棄
の
支
梯
準
備
に
奥
ふ
る
意
義
，

本
位
制
度
の
金
貨
玉
僚
と
考
へ
ら
る
L
金
本
位
制
度
も
共
白
歴
史
は
左
程
に
古
昔
、
も
の
で
は
左
く
、
精
々
ヲ
ポ
レ
オ

y
戦
争
以
後

の
事
K
麗
し
、
此
れ
が
世
界
的
と
た
っ
た
の
は
潮
〈
十
九
世
組
後
半
の
事
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
・
4
位
制
度
目
重
要
性
は
、
所
謂
自

五

楠見一正、前掲論文、四コ頁。 一

同氏、金本位白働附調節作用の時昧(鰹済事雑誌、第八巻、第三旗、六頁〉
G.C国日U'Dér~Zusam-n;enbruch der Gó~S1wãhrung， 1931. SS. 1-2. (uberge-
e.:!tzt "von DcrSj The downfaU、ofthe. .goldstan~ar~， 1936) 
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/

凶

働
的
調
節
作
用
に
存
し
、
貨
幣
制
度
の
上
K
如
何
友
る
政
治
的
容
昨
慨
を
も
許
き
た
い
と
云
ふ
執
が
肖
〈
買
は
れ
た
の
で

bι
。
然

ι

e

U

M

n

 

乍
ら
此
の
白
働
的
節
調
作
加
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
れ
が
闘
滑
に
行
は
れ
得
呂
が
矯
め
忙
は
幾
多
の
前
提
保
件
を
必
要
と
し
た
の
み
た
し
叩

ら

J
E各

金
本
位
困
の
遁
貨
が
金
白
み
よ
か
成
る
か
或
は
金
量
の
増
減
が
何
れ
の
闘
に
ぽ
て
も
通
貨
綿
量
U
上
に
同
比
寧
の
増
山

減
彰
一
驚
一
ら
し
叉
は
タ
〈
と
で
も
同
率
四
物
慣
騰
落
を
自
働
的
に
惹
起
す
る
も
の
も
あ
る
と
云
ム
想
定
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
円c

 

而
と
闘
賞
に
於
て
は
、
金
量
の
増
減
と
遇
措
貝
総
量
D
増
減
と
の
聞
に
一
定
の
比
例
闘
係
を
維
持
し
更
に
同
一
の
速
度
を
以
で
雨
者
自
制

増
減
す
る
が
如
き
機
構
は
何
れ
の
固
に
於
て
も
存
在
せ
・
で
第
一
弐
欧
洲
大
戦
前
に
は
中
央
銀
行
の
金
一
融
政
策
に
よ
っ
て
漸
く
此
の
グ
師

事
が
費
現
せ
ら
れ
忠
、
産
官
金
量
の
増
減
を
し
て
通
貨
総
量
的
上
お
ら
の
影
響
を
も
及
ぼ
さ
し
め
ざ
る
が
如
き
薬
品
口

ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
印
ち
闘
際
的
金
本
位
制
度
は
、
本
来
的
意
味
忙
於
け
石
自
働
的
調
節
作
用
を
替
む
可
き
事
質
的
基
礎
を
快
い
う
吋

、

2
-
i

で
ゐ
た
と
一
百
ひ
得
る
で
あ
ら
う
o

又
闘
際
的
金
本
位
制
度
は
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
以
前
に
於
け
る
が
如
〈
、
岡
際
的
自
由
主
義
間
際
邸
時

的
分
業
主
一
首
ム
が
如
、
昔
好
都
合
た

Z
W提
が
存
在
す
れ
ば
、
各
金
本
位
闘
の
協
力
に
よ
っ
て
相
互
に
其
の
利
目
止
を
享
受
せ
し
め
得
た

0
4
'

a
ぽ
引

で
あ
ち
ろ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
各
闘
間
K
於
け
る
金
白
配
分
が
不
公
平
た
る
限
り
右
の
如
昔
前
提
は
必
然
に
覆
さ
る
可
昔
運
命
を

L
a
f

六
h

国
同

持
ヴ
て
ゐ
る
。
邸
ち
、
各
闘
に
於
け
る
金
の
生
産
高
従
っ
て
原
始
的
危
る
金
保
有
量
が
自
然
的
保
件
に
よ
っ
て
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
一
叫
易

三
副
回

る
と
す
れ
ば
、
金
保
有
量
の
少
苦
闘
は
通
貨
締
量
に
針
す
る
金
白
割
合
も
小
た
る
可

f
、
従
っ
て
小
網
の
金
の
移
動
忙
よ
っ
て
閥
内
世
[
ド

物
慣
は
著
し
き
轡
動
を
受
け
る
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
の
封
外
債
値
の
維
持
の
矯
め
に
共
の
掛
内
債
値
目
被
る
犠
牲
延
い
て
蜘
頁
閑

前
八
向

は
共
白
図
民
経
済
自
被
る
犠
牲
は
徐
り
に
白
大
き
い
で
あ
ら
う
。
一
見
笠
宮
素
材
値
慣
に
つ
い
て
見
在
、
金
保
有
量
の
玄
闘
に
、
と
仰

於
け
る
金
の
促
値
は
金
保
有
量
白
犬
伝
る
闘
に
於
け
一
る
そ
れ
よ
り
も
大
た
る
可
き
に
拘
は
ら
や
ち
偶
々
金
が
岡
際
貨
幣
た
る
が
矯
め

K
L
n山

'
楠
岡
白

に
、
金
に
よ
る
国
際
決
構

ι於
て
著
し
昔
不
利
を
蒙
っ
て
ゐ
る
と
も
見
得
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
金
偏
在
の
傾
向
が
顕
著
と
た
り
右
の

如
き
不
公
正
が
資
源
分
配
の
不
会
正
と
相
侠
っ
て
除
り
K
も
大
量
〈
な
れ
ば
、
落
陀
世
界
は
岡
際
的
自
由
主
義
及
び
図
際
的
分
業
を

金

本

位

町

鹿

棄

之

支

梯

準

備

ー

、

第

五

十

四

巻

15) 
，16) 

F、

第
三
強

四

も



、

金
本
位
の
鹿
棄
・
と
支
抑
準
備

第
五
十
四
巻

信
三
腕

一月、
一

~ 
凹

捨
て
、
金
本
位
離
脱
へ

D
遣
を
歩
む
で
あ
ら
う
か
包
で
あ
る
。
事
賞
、
大
戦
後
に
一
旦
恢
復
せ
ら
れ
た
金
本
位
が
一
九
三
一
年
以
後
再

ぴ
崩
壊
じ
去
っ
た
白
も
、
有
の
如
垂
事
情
に
加
ふ
る
に
閥
際
的
資
本
移
動
が
飴
り
に
も
激
し
〈
-
な
っ
た
矯
め
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
a

、

然
ら
ぽ
金
本
位
制
度
の
隣
薬
は
預
金
支
梯
準
備
に
封
じ

τ如
何
な
る
意
義
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
前
漣
の
如
く
金
本
位
制
度
の

買
百
意
義
は
闘
際
貨
幣
制
度
に
於
て
認
め
ら
お
可
〈
、
岡
内
貨
幣
に
闘
し
で
は
金
本
位
制
下
陀
あ
っ
た
場
去
の
時
代
に
於
で
も
左
程

の
軍
要
性
が
興
へ
ち
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
D
で
あ
る
。
帥
ち
預
金
支
桝
準
備
と
雌
も
、
預
金
遁
貨
の
慣
値
乃
至
購
買
力
を
現
金
通
貨
の

そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
っ
て
究
極
に
於
て
は
金
の
そ
れ
に
よ
っ
て
保
設
す
る
が
矯
め
の
も
の
で
は
在
〈
、
精
々
、
私
的
待
利
企
業
た
る
d

預
金
銀
行
自
性
格
L
」
、
預
金
通
貨
の
枇
曾
的
在
性
格
と
白
矛
盾
を
克
服
す
る
矯
め
に
、
預
金
通
貨
の
数
量
を
制
限
す
る
駐
に
共
白
意

'
義
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
金
本
位
が
駿
棄
せ
ら
車
て
も
預
金
支
梯
準
備
の
意
義
は
本
質
的
に
媛
る
も
の
で
は
危

λ
¥
唯

現
金
通
貨
が
形
式
上
に
於
て
も
金
の
基
礎
を
離
れ
た
管
迎
過
貨
と
在
る
事
か
ら
預
金
通
貨
も
亦
統
一
的
意
志
忙
上
る
入
居
刷
的
統
制
の

封
象
売
る
形
式
を
執
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
支
排
準
備
白
内
容
及
び
比
率
を
統
制
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
共
の
賓
が
串
げ
ら
れ

る
と
云
ム
事
か
ら
、
共
の
統
制
的
意
義
が
一
屠
明
憾
と
友
る

ι過
ぎ
左
い
。
又
若
し
、
金
本
位
制
下
に
於
け
る
預
金
支
跡
準
備
の
意

義
が
、
預
金
通
貨
の
償
値
を
究
極
に
於
て
金
の
償
値
を
以
て
保
認
す
る
と
云
ふ
射
に
求
め
ら
れ
る
た
ら
ぽ
、
金
本
位
白
廃
棄
に
よ
っ

て
支
挽
準
F

備
の
意
義
は
、
預
金
通
貨
の
数
量
制
限
忙
よ
る
共
白
償
値
の
保
詮
に
襲
っ
た
と
云
は
ね
ば
た
ら
ね
が
、
斯
か
る
解
糠
は
勿
、

論
受
賞
と
思
は
れ
設
い
。
殊
に
現
今
の
我
固
に
於
貯
る
が
如
く
、
関
金
通
貨
が
量
的
に
於
て
の
み
怒
ら
や
質
的
に
も
統
制
せ
ら
れ
、

従
っ
て
預
金
銀
行
自
性
格
が
一
驚
し
て
柏
ミ
公
的
た
も
白
と
一
な
れ
ば
、
頂
金
支
梯
準
備
は
如
何
た
る
意
味
忙
於
て
も
預
金
通
貨
の
償

値
保
詮
で
は
友
〈
左
り
、
共
白
数
是
制
限
の
意
義
ず
ら
失
ふ
舎
の
で
あ
る
。

，
視
に
護
鼻
持
準
備
忙
就
い
て
見
る
に
、
金
本
位
制
下
に
於
て
正
貨
準
備
乃
至
金
に
認
め
ら
れ
た
る
意
義
が
金
本
枕
の
陵
棄
に
よ
守
て

完
全
に
消
滅
し
去
る
事
は
自
明
の

ι

事
柄
で
あ
色
。
抑
つ
も
金
本
位
制
度
は
、
銀
行
指
悼
の
金
位
換
が
確
保
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
上
っ
て
、

、
一 ，

一一一一一一一一一一一一一一ι 一



銀
行
雰
白
所
持
者
K
封
し
て
そ
れ
と
交
撲
に
「
或
る
有
形
碓
寅
な
も
の
」
を
提
供
す
る
と
云
ふ
黙
に
、
共
の
本
質
的
特
徴
が
認
め
ら

れ
て
ゐ
た
白
で
あ
る
が
、
現
寅
に
は
英
園
以
外
の
金
本
位
諸
闘
に
於
て
共
白
首
初

1
り
右
白
如
吉
確
詮
を
奥
へ
得
た
闘
は
た
〈
、
専
ら

金
準
備
を
中
央
銀
行
に
集
中
し
、
銀
行
務
流
通
商
に
封
ず
る
金
準
備
の
割
合
を
公
表
す
る
事
に
よ
、
っ
て
、
公
衆
を
じ
て
共
の
所
有
す

る
銀
行
雰
が
特
殊
の
資
質
的
な
慎
値
主
持
っ
と
の
信
念
を
抱
く
や
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
に
過
ぎ
た
い
円
。
従
っ
て
金
本
位
制
度
D
共
白

後
?
の
殻
展
に
於
て
も

Jm遁
の
如
く
銀
行
禁
の
債
値
が
疋
貨
準
備
た
る
金
白
債
値
に
蹄
せ
し
め
得
な
か
っ
た
の
も
蛍
然
の
事
で
あ
り
、

E
貨
免
換
白
意
義
が
本
来
期
く
り
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
金
本
位
制
の
臆
棄
忙
よ
っ
て
準
備
乃
至
免
換
白
一
概
念
が
消
滅
し

て
も
、
そ
れ
は
閣
内
通
貨
制
度
に
闘
じ
で
は
如
何
段
る
意
味
を
も
持
た
ね
で
あ
ら
う
。
叉
金
本
位
制
度
白
下
に
於
て
正
貨
準
備
が
銀

行
券
白
敷
設
を
制
限
す
る
と
云
ム
事
が
前
謹
白
如
〈
不
合
理
で
あ
る
と
す
れ
ば
冶
金
本
位
の
膝
棄
後
に
於
て
通
貨
領
値
目
統
制
の
翁

め
に
な
さ
る
可
き
銀
行
雰
数
量
の
制
限
も
亦
、
準
備
と
言
ふ
観
念
を
離
れ
て
別
個
の
観
賄
よ
り
な
さ
る
可
〈
、
例
へ
ば
現
在
及
時
帰

来
に
亙
る
一
関
白
生
産
力
乃
至
努
働
力
又
は
経
済
活
動
全
般
と
見
合
つ

τ批
れ
を
行
ム
可
し
と
云
は
れ
る
白
も
蛍
然
の
事
で
あ
ら

う
。
略
最
後
に
、
金
本
位
制
下
の
正
貨
準
備
に
認
め
ら
れ
た
る
園
際
決
済
の
一
最
後
白
手
段
た
る
意
義
の
み
は
、
金
本
位
の
慶
棄
に
よ

っ
て
相
省
軍
大
註
影
響
を
蒙
る
も
の
と
考
へ
か
ば
在
ら
ぬ
。
部
ち
此
の
場
合
に
於
て
金
に
代
る
可
き
も
白
は
各
図
白
物
資
及
び
持
務

そ
の
も
の
で
託
け
れ
ば
た
ら
中
、
若
し
闘
際
関
係
が
従
前

ω如
〈
で
あ
る
た
ら
ば
、
此
等
の
物
資
持
務
。
交
換
「
比
寧
は
所
謂
購
買
力

平
債
に
よ
}
る
事
と
た
る
で
あ
ら
う
し
、
購
買
力
平
慣
に
上
る
と
す
れ
ば
、
雨
営
事
闘
に
於
け
る
物
慎
水
準
が
必
宇
し
も
輪
出
入
さ
る

可
昔
物
資
勢
務
の
慣
格
を
反
影
せ
ざ
る
白
み
た
ら
宇
共
白
他
幾
多
D
困
難
を
件
ム
事
と
な
る
で
あ
ら
も
r

然
し
乍
ら
現
在
世
界
に
於

a

ー
て
進
行
し
つ
h
あ
る
が
如
き
新
ら
し
き
世
界
健
勢
白
下
忙
於
て
は
、
少
く
共
各
共
梁
間
内
に
於
て
綿

τ白
も
白
が
最
大
の
幸
繭
を
得

る
が
如
昔
物
資
努
務
の
交
換
方
法
乃
至
比
替
が
容
易
に
解
決
ぜ
ら
れ
得
可
〈
、
右
白
如
き
杷
憂
は
自
ら
解
消
す
る
で
あ
ら
う
ロ

傍

五

十

回

程

四

五

金
本
位
白
鹿
葉
山
と
支
扮
申
傭

入

= 

静

雄
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金
本
位
白
鹿
棄
と
尭
掛
準
備

第
五
十
四
巻

A 
四

第

雛

四
〆、

六

貨
幣
は
本
来
枇
合
的
所
産
で
あ
る
。
従
っ
て
枇
舎
の
構
成
乃
至
性
格

F漫
遊
す
る
に
伴
っ
て
貨
幣
制
度
及
び
貨
幣
白
木
質
意
義
等

も
亦
礎
化
す
可
〈
.
此
の
事
は
岡
民
粧
純
一
に
於
て
も
世
界
経
済
に
於
て
も
異
ら
ざ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
現
買
に
は
十
入
世
紀
の
枇
舎

に
於
て
要
求
せ
ら
れ
た
貨
幣
制
度
売
る
金
本
位
制
炉
、
品
目
ハ
の
賓
質
的
内
容
主
餐
へ
つ
h
も
最
近
に
至
る
迄
名
目
的
に
維
持
せ
ら
れ
、

純
粋
金
本
位
制
を
前
提
と
す
る
貨
幣
観
宇
一
以

τ賃
貸
の
務
化
し
た
る
貨
幣
現
象
を
説
明
せ
ん
と
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
事
賞

は
各
種
通
貨
白
支
梯
準
備
に
於
て
最
も
土
く
現
は
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
議
で
は
支
梯
準
備
を
手
が
か
り
と
し
一
ι
右
白
事
質
を
批
判
し

た
の
で
あ
る
]
即
ち
先
づ
枇
舎
の
構
成
乃
至
性
絡
は
、
単
な
る
個
健
の
集
合
よ
り
失
第
に
相
互
の
閥
融
制
が
密
接
と
紅
り
、
遂
に
統
一

的
一
関
と
し
て
の
性
格
を
持
。
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
金
本
位
制
度
も
亦
此
れ
に
伴
っ
て
比
較
的
完
全
ゐ
姿
よ
り
低
率
金
準
備
。

制
度
主
経
て
事
質
上
白
金
本
位
離
脱
に
近
づ
き
、
訟
に
最
近
に
至
っ
て
完
全
に
崩
壊
す
る
事
と
な
っ
た
白
で
あ
る
。
蓋
し
貨
幣
は
そ

む
性
質
上
、
路
傍
の
人
に
謝
し
て
は
寅
質
的
債
値
あ
る
も
の
で
左
貯
れ
ば
た
ら
た
い
が
、
統
一
的
一
慢
を
た
す
枇
曾
成
員
の
聞
に
於

亡
は
寅
質
的
債
値
を
袈
せ
示
、
枇
曾
的
に
賦
興
せ
ら
れ
叉
後
に
は
糖
カ
的
に
賦
興
せ
ら
れ
る
購
買
力
へ

O
信
認
に
よ
っ
亡
此
れ
に
代

へ
ら
れ
得
る
が
故
で
あ
る
。
従
っ
て
共
の
問
に
於
で
、
常
に
通
貨
流
通
性
白
根
擦
を
共
の
支
梯
準
備
の
寅
質
的
健
値
乃
至
そ
れ
白
派

生
的
慎
値

ι求
め
r
ん
と
す
る
の
は
挟
り
で
あ
り
、
共
の
時
共
白
揚
所
に
つ
い
い
七
枇
舎
の
但
格
よ
り
支
排
準
備
白
意
義
ぬ
っ
て
共
の
流

通

性

の

根

擁

を

求

め

ね

ば

左

ら

ね

で

あ

ら

う

。

¥

故
に
本
稿
に
於
て
は
、
金
本
位
制
穿
唱
目
的
に
維
持
せ
ら
れ
た
時
K
於
て
も
向
通
貨
白
慣
値
乃
至
購
買
力
は
其
白
準
備
貨
幣
に
依

f

存
す
る
も
り
で
は
た
く
、
支
排
準
備
は
通
貨
流
通
の
前
提
た
る
通
貨
制
度
の
秩
序
付
け
を
な
す
黙
に
其
の
意
義
主
認
め
ふ
る
可
昔
事
、

金
本
位
制
が
必
然
的
に
崩
壊
す
可
き
建
命
E
持
ち
た
る
事
情
、
並
び
に
金
本
位
の
廃
棄
後
に
於
て
通
貨
債
値
の
統
制
白
矯
め
の
通

貨
数
量
D
統
制
と
準
備
と
D
閥
聯
等
に
9
き
、
右
の
如
き
視
結
よ
り
の
考
察
を
試
み
た
積
H
で
あ
る
。

結

百

J 




